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常
陸
大
宮
地
域
に
は

様
々
な
地
質
時
代
の

様
々
な
岩
石
が
あ
り
、

太
古
か
ら
道
具
や
石
材

と
し
て
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
何
か
特
別

な
こ
と
が
な
い
限
り
、

そ
れ
ら
の
石
や
岩
の
価

値
、
恩
恵
に
『
思
い
を

巡
ら
す
』
こ
と
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
久
慈
川
流
域
の
川

砂
利
と
砕
石
を
例
に
、

市
内
で
は
一
般
的
と
思
わ
れ
て
い
る
、
石

や
岩
の
価
値
と
重
要
性
を
、大
地
の
地
質
、

採
掘
（
採
取
）
の
歴
史
と
変
遷
、
そ
の
利

用
と
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
観
点
か
ら
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
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常
陸
大
宮
市
北
部
に
隣
接
す
る
大
子
町

西
金
付
近
か
ら
市
内
盛
金
を
経
て
舟
生
・

西
野
内
に
至
る
久
慈
川
流
域
に
は
、
中
生

代
ジ
ュ
ラ
紀
（
一
億
五
千
万
年
以
上
前
）

の
海
底
で
堆
積
し
た
八
溝
層
群
が
分
布
し

て
い
ま
す
。
八
溝
層
群
は 
泥  
岩 
（ 
頁  
岩 
・

で
い 
が
ん 

け
つ 
が
ん

 
粘  
板  
岩 
）、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
、 
砂  
岩 
、

ね
ん 
ば
ん 
が
ん 

さ 
が
ん

チ
ャ
ー
ト
な
ど
の
地
層
か
ら
構
成
さ
れ
ま

す
。
一
部
に
は
、
金
鉱
床
に
大
き
く
関
与

し
た
マ
グ
マ
起
源
の 
花  
崗  
岩 
、 
閃 

か 
こ
う 
が
ん 

せ
ん 
緑 

り
ょ
く 
岩 
、

が
ん

�
 
�
 
岩 
・ 
斑  
岩 
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

が
ん 

は
ん 
が
ん

ひ
ん

ま
た
、
久
慈
川
の
河
原
や
川
底
の 
礫 
（
川

れ
き

砂
利
・
小
石
）
や
、
昔
の
久
慈
川
が
堆
積

さ
せ
た 
段 だん 
丘 

き
ゅ
う 
礫  
層 
の
礫
の
多
く
も
、
八
溝

れ
き 
そ
う

層
群
が
起
源（
故
郷
）と
な
る
岩
石
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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久
慈
川
の
河
原
や
川
底
に
は
礫
（
川
砂

利
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
三
年
（
一
九

二
八
）
開
通
の
水
郡
線
の
工
事
で
は
、
そ

の
川
砂
利
が
大
量
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
川

か
ら
工
事
現
場
ま
で
「
背
負
い
桶
」
で
運

び
、そ
の
値
段
は
六
〇 
㎏
当
た
り
五
銭
で
、

地
元
で
は
貴
重
な
現
金
収
入
と
な
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
下
小
川
地
区
で
は
組
合

を
結
成
し
て
川
砂
利
の
採
取
を
行
い
ま
し

た
。
採
取
さ
れ
た
川
砂
利
は
鉄
道
で
輸
送

さ
れ
、
戦
争
で
破
壊
さ
れ
た
戦
後
の
東
京

の
復
興
工
事
に
大
き
く
貢
献
し
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
川
砂
利
の
採
取
が
禁
止
さ

れ
、
現
在
で
は
水
田
な
ど
の
地
下
に
分
布

す
る
、
昔
の
久
慈
川
が
運
ん
だ
川
砂
利
が

採
取
さ
れ
て
い
ま
す
。
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常
陸
大
宮
地
域
に
は
、
昭
和
四
十
二
年

創
業
の
第
一
砕
石
（
株
）
所
有
の
盛
金
の

砕
石
場
と
、
川
砂
利
採
取
事
業
か
ら
昭
和

四
十
四
年
に
砕
石
事
業
に
参
入
し
た
丸
山

物
産
（
株
）
所
有
の
西
野
内
の
砕
石
場
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
砕
石
の
利
用
の

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
首
都
高
速
道
路
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
昭
和
三
十
九
年
）、

鹿
島
開
発
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
開
発
な

ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
採
取
さ
れ
た
砕
石
は
工
事
現

場
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
工
場
、
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
場
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

次
製
品
工
場
へ
送
り
出
さ
れ
、「
茨
城
県

長
期
総
合
計
画
整
備
」の
公
共
事
業
資
材
と

し
て
多
方
面
で
利
用
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

久
慈
川
流
域
に
は
常
陸
大
宮
の
他
に
、昭

和
十
六
年
の
開
業
で
昭
和
二
十
一
年
よ
り

関
東
商
工
（
株
）
の
経
営
と
な
っ
た
大
子
町

西
金
の
砕
石
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

の
砕
石
は
鉄
道
の
道
床
（
線
路
の
敷
石
）
用

と
し
て
全
国
に
出
荷
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

常
陸
大
宮
の
ほ
と
ん
ど
の
地
盤
を
支
え

る
八
溝
層
群
の
地
層
や
岩
石
は
金
・
砂
利
・

砕
石
な
ど
の
地
下
資
源
を
生
み
だ
し
、
地

域
の
歴
史
と
経
済
も
支
え
続
け
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
『
た
か
が
石
、
さ
れ
ど
石
』
で

す
。
一
時
足
を
止
め
て
、周
り
の
石
や
岩
を

眺
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

小
野
瀬
金
治
・
神
長
政
雄
・
菊
池
和
博
・

細
貝
虎
雄
各
氏
の
情
報
や
茨
城
県
砕
石
事

業
組
合
発
行
「
砕
石
」
を
参
考
に
作
成
し

ま
し
た
。

※�
自
然
史
科
学
研
究
所　

菊
池
芳
文
氏

よ
り
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　
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か
わ 
じ
ゃ 
り 

さ
い 
せ
き

○
広
報
常
陸
大
宮
二
月
号
の
ふ
る
さ
と

見
て
歩
き
（
十
五
ペ
ー
ジ
）
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た

　

・
二
段　

十
七
行
目

　
　

誤 
藤　

原　

正 
菅　

原

　

・
四
段　

二
十
二
行
目

　
　

誤 
栃
木
県　

正 
福
島
県

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▲線路や道路周辺には久慈川から運ばれたと思われる礫（玉石や玉
砂利）が多数あります（大正１４年の水郡線西金駅近傍の写真、小
野瀬金治氏所蔵）

▲丸山物産（株）西ノ内採石場の眺望
　（採石場頂上から）


